
 

 

 

 

 

 

報告事項（１） 

令和６年度国民健康保険事業費納付金の算定結果について 
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１．国保事業費納付金とは 
 

 

 

 

 

 

  

■県から市町村へ交付する保険給付費等交付金に充てるため、県が市町村から徴収するもの。 

■国や県費等の公費で賄われない部分を、県内全市町村で所得水準及び医療費水準に応じて分かち合うもの。 
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２．令和６年度納付金本算定結果 
  

1,338 億円

3,514 億円 （ ▲ 51 億円、 ▲ 3.7% ）

（ ▲ 36 億円、 ▲ 1.0% ） 927 億円

※国が示す推計方法より算定 （ 5 億円、 + 0.5% ）

362 億円

685 億円 （ 7 億円、 + 2.0% ）

（ 4 億円、 + 0.6% ） 226 億円

※確定係数通知等より算定 （ 1 億円、 + 0.4% ）

106 億円

228 億円 （ 5 億円、 + 5.0% ）

（ 0 億円、 + 0.0% ） 23 億円

※確定係数通知等より算定 （ ▲ 3 億円、 ▲ 11.5% ）

60 億円

18 億円 （ 41 億円、 + 215.8% ）

（ 0 億円、 + 0.0% ） 3,042 億円

（ 5 億円、 + 0.2% ）

4,445 億円 1,403 億円

（ ▲ 32 億円、 ▲ 0.7% ） （ ▲ 37 億円、 ▲ 2.6% ）

（　　）対前年度算定

一般被保険者数 千人 （ ▲64千人、▲6.4％ ）

介護２号被保険者数 千人 （ ▲16千人、▲5.1％ ）

国普通調整交付金
※確定係数通知額

後期高齢者支援金等

県繰入金
※歳出に応じた定率負担

歳 出 歳 入

前期高齢者交付金
※確定係数通知等より算定

保険給付費

定率国庫負担金
※歳出に応じた定率負担

国保事業費納付金
【Ａ】-【Ｂ】

計 【Ａ】

936
298

高額医療費負担金等
※確定係数通知額

介護納付金

保険者努力支援制度
※確定係数通知額

その他
（暫定措置等）その他

（予備費等）
計　【Ｂ】
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３．被保険者数の推計               

 

 

■団塊の世代の後期高齢者制度への移行を適切に反映させるため、コーホート要因法を採用 

※コーホート要因法・・・ 「自然増減」（出生と死亡）及び純移動（資格取得・喪失）という、二つの 

「変動要因」の将来値を仮定しそれに基づいて被保険者数の推計を行う方法 

 

 

【被保険者数の推計結果】 

一般被保険者数 介護２号被保険者数 

935,723人（▲64,771人、▲6.9％） 298,161人（▲15,565人、▲5.1％） 

 

（参考：被保険者数の推移） 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

被保険者数 1,091,850人  1,074,777人  1,058,665人  1,030,058人  1,000,494人  935,723人  

伸び率 ▲2.9％  ▲1.6％  ▲1.5％  ▲2.7％ ▲2.9％ ▲6.9％ 

※R1～R4は実績値（年度平均）、R5・6はコーホート要因法による推計値  

推計方法 

推計結果 

（  ）対前年度算定 
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４．保険給付費（歳出）の推計             
 

 

■「１人当たり診療費×被保険者数（推計）×給付率」により推計 

■１人当たり診療費は、令和５年３月から直近月（令和５年７月）までの５か月分の実績を基礎とし、過去  

２年間の伸び率により推計 

 

 

 

【保険給付費の推計結果】 

保険給付費総額 １人当たり保険給付費 

3,514億円（▲36億円、▲1.0％） 375,568円（＋20,695千円、＋5.8％） 

 

（参考：１人当たり保険給付費の推移） 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

１人当たり保険給付費 322,883円 316,338円 338,102円 343,499円 354,873円 375,568円 

伸び率 2.3％  ▲2.0％  6.9％  1.6％ 3.3％ 5.8％ 

※R1～R4は実績値、R5・6は推計値  

推計方法 

推計結果 

（  ）対前年度算定 
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５．令和６年度国保事業費納付金の本算定結果          

 

 

 

■ 令和６年度の国保事業費納付金は 1,403億円となり、令和５年度と比較し県総額で 37億円の減、     

１人当たりで 5,995円の増となった。 

 

【令和６年度国保事業費納付金本算定結果】 

年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 

総額 1,409億円 1,441億円 1,403億円 

１人当たりの額 136,821円 144,000円 149,995円 

前年度 

比較 

総額 ▲16億円 ＋31億円 ▲37億円 

１人当たり ＋2,137円 ＋7,179円 ＋5,995円 

算定結果 
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【各市町村の納付金額】 

1 北九州市 166,776 24,478,556,900 146,775 31 宗像市 17,451 2,582,638,966 147,994

2 福岡市 285,597 43,965,077,313 153,941 32 福津市 11,509 1,720,072,753 149,455

3 大牟田市 21,135 3,036,557,234 143,674 33 芦屋町 2,485 359,049,987 144,487

4 久留米市 57,543 8,894,332,672 154,568 34 水巻町 5,444 768,377,642 141,142

5 直方市 9,928 1,347,466,776 135,724 35 岡垣町 5,636 782,441,291 138,829

6 飯塚市 23,199 3,244,717,133 139,865 36 遠賀町 3,605 505,446,693 140,207

7 田川市 8,796 1,196,593,932 136,038 37 小竹町 1,380 197,863,823 143,380

8 柳川市 14,230 2,343,866,661 164,713 38 鞍手町 3,136 405,872,115 129,424

9 嘉麻市 7,852 1,041,613,427 132,656 39 宮若市 5,050 715,363,295 141,656

10 朝倉市 10,760 1,755,875,360 163,185 40 桂川町 2,664 350,852,711 131,701

11 八女市 14,864 2,436,434,586 163,915 41 筑前町 5,770 875,369,798 151,711

12 筑後市 9,176 1,513,701,856 164,963 42 東峰村 532 71,311,084 134,043

13 大川市 6,815 1,117,628,039 163,995 43 糸島市 23,471 3,454,875,045 147,198

14 行橋市 12,361 1,747,154,072 141,344 44 うきは市 6,198 961,551,360 155,139

15 豊前市 4,590 642,944,301 140,075 45 大刀洗町 3,133 477,204,519 152,316

16 中間市 8,292 1,078,594,135 130,076 46 大木町 2,765 427,852,075 154,739

17 小郡市 9,965 1,508,664,382 151,396 47 広川町 4,012 687,407,295 171,338

18 筑紫野市 17,682 2,666,830,615 150,822 48 みやま市 8,062 1,325,176,662 164,373

19 春日市 19,029 2,845,772,563 149,549 49 香春町 2,130 273,796,795 128,543

20 大野城市 16,103 2,523,439,663 156,706 50 添田町 1,867 238,876,667 127,947

21 太宰府市 12,033 1,793,084,834 149,014 51 福智町 4,730 598,545,042 126,542

22 那珂川市 9,424 1,388,713,817 147,359 52 糸田町 1,846 224,209,068 121,457

23 宇美町 6,446 939,337,901 145,724 53 川崎町 3,402 408,377,811 120,041

24 篠栗町 4,728 714,755,498 151,175 54 大任町 1,044 140,394,055 134,477

25 志免町 7,746 1,162,576,399 150,087 55 赤村 659 81,117,281 123,091

26 須恵町 4,867 738,151,016 151,664 56 苅田町 5,864 809,798,947 138,097

27 新宮町 4,400 699,773,771 159,039 57 みやこ町 3,874 506,648,497 130,782

28 古賀市 9,951 1,467,249,562 147,447 58 築上町 3,284 442,051,331 134,608

29 久山町 1,410 235,064,660 166,713 59 吉富町 1,171 180,728,453 154,337

30 粕屋町 6,353 1,063,422,243 167,389 60 上毛町 1,498 192,830,434 128,725

935,723 140,354,052,817 149,995

R6納付金総額
R6 １人当たり

納付金額
No 市町村名 R6納付金総額

R6 １人当たり
納付金額

県計／県平均

R6被保険者数 R6被保険者数No 市町村名
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６．１人当たり国保事業費納付金の増加の主な要因（対前年度比） 
 

 

 

。 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 診療報酬改定や子どもを対象とする医療費助成に係る国庫負担の減額調整の廃止を納付金の減の要因として

見込んでいる。 

※ 令和４年度県国保特別会計の決算剰余金が約 150億円生じており、国等への償還分や市町村への交付金の財

源に充てる分を除くと剰余金残額が約 42億円見込まれる。令和６年度の納付金の算定にあたっては、この剰

余金約 42億円を納付金の引き下げに活用している。 

 

■ 団塊の世代の後期高齢者医療制度への移行に伴う給付の増に伴い、令和５年度の算定と比較し、後期高齢

者支援金が増加したもの。 

 

 

■ 令和５年度の１人当たり保険給付費の実績推計値が令和４年度実績値と比較し大幅に増加していることか

ら、令和６年度以降も同様に１人当たり保険給付費が伸びていくと見込んだもの。 

① 1人当たり保険給付費推計値の増 

② 後期高齢者支援金の増 


